
























































































































































































































小山市 160，649 158，663 小山市（合併なし）
栃木市 82，039 82，627 栃木市（合併なし）
佐野市 123，519 83，848 佐野市・田沼町・葛生町
足利市 159，063 160，713 足利市（合併なし）
桐生市 126，739 111172， 桐生市・新里村・黒保根村伊勢崎市 202，787 130，535 伊勢崎市・赤堀町・境町・
（佐波郡）東村
前橋市 318，405 284，098 前橋市・大胡町・宮城村・
粕川村






































































































































































































































































2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度
＋栃木
＋佐野
＋足利
→←桐生
＋伊勢崎
＋前橋
図3主要駅における両毛線1日平均乗車人員（JR東日本高崎支社資料による．）
が国における鉄道の黎明期に開業した歴史的意義を踏まえ、両毛線は沿線
の発展に今後も不可欠であることを再認識すべきなのである。
本稿を作成するにあたり、JR東日本高崎支社総務部の青木完二様、新
井正己様、営業部の斉藤光市様、加藤祐司様、運輸部の金井英男様には、
聞き取り調査や資料収集で多大なるご協力を頂きました。ここに記して心
より御礼申し上げます。
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行信澤奥
ン王
（1）2006年10月1日に高崎市と榛名町の合併により38市町村となる。
（2）この形態であっても新設合併の事例もある。
（3）路線上の定義は新前橋・小山間（84．4km）であるが、運行上は高崎まで乗り
入れており、新前橋・高崎問は上越線と重複している。路線名称上は小山を
起点（東北本線（宇都宮線）の支線の扱い）、新前橋を終点としているが、
運行上は小山行きが下りとなっている。
（4）全国規模での国鉄史上に残る白紙大改正が10月1日に実施され、両毛線も電
化開業による大改正が行われた。との改正は昭和43年10月に実施されたこと
により、その後「ヨンサントオ」と呼ばれるようになった。
（5）前橋・高崎間は1957年（昭和32年）に電化が完成している。
（6）岩舟・佐野問（7．3km）と駒形・前橋間（7．Okm）が電化と同時に複線化され
た。（7）無人駅に停車する列車は、1日5本程度と少なく利用しにくいダイヤであっ
たが、国鉄側が予想した乗降客数を上回る実績を残した駅もあり、地元の要
請を無視できなかったため休止の措置とした。その後、1987年のJR移管ま
でに無人駅はすべて廃止となった。
（8）東前橋駅は、その後の周辺地区の人口増により、前橋大島駅としてほぼ同じ
位置に復活している。
（9）小山口では、宇都宮と黒磯への乗り入れが1往復ずつとなっており、東京方
面への直通列車は設定されていない。
（10）輸送量の点では4両編成の列車が主体であるため、近郊路線には及ばない。
（11）佐野や栃木では駅舎保存の市民運動が展開され、栃木駅の駅舎は移築されて
いる。
（12）人員削減の目的だけでなく、「みどりの窓口」の利用実績を加味した上での
措置である。
（13）JR東日本の券売機の一つで、有人の「みどりの窓口」の代替となる。盛岡
拠点センターのオペレーターと通信回線で対話しながら指定券等を購入する
が、実質的なサービス低下を招いており、今後の対応が注目される。両毛線
で設置されているのは本文中の3駅のみである。
（14）桐生と伊勢崎の間に、笠懸町・大間々町・（勢多郡）東村の合併によるみど
り市の南部が食い込んでいるが、中心地（岩宿を中心駅とする笠懸町）の規
模が小さく合併前は市でないためここでは除外する。
（15）最寄駅は国定である。
（16）国勢調査の実施された10月1日現在の人口は160，142人で足利の159，752人よ
り390人多い。なお9月1日現在では、足利160，007人、小山159，547人で足
利が460人上回っていた。
（17）廃藩置県時に県庁の置かれた栃木には、歴史的な都市のプライドが垣間見ら
れ、小山との合併には否定的な市民感情が支配的であった。
（18）2006年1月10日に下野市としてスタートした。（2006年8月1日現在の人口
59，171人）
（19）小山市東部には下総国に含まれた地区もあった。
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両毛線沿線の都市システム
（20）結城の2006年8月1日現在の人口は52，275人である。
（21）岩舟町・藤岡町との3町合併により「みかも市」としてスタートする予定で
あったが、新庁舎の位置を巡って紛糾し、2004年3月29日に合併協議会は廃
止され合併は破綻した。
（22）拙稿「都市配列からみた栃木県の地域性」（白鴎女子短大論集第29巻第1
号2004年12月）参照。
（23）合併が進められた結果、現在は栃木県が足利と佐野の2市、群馬県が館林・
太田・桐生にみどりを加えた4市と5町で構成され、発足当時と圏域に変化
はない。
（24）新設合併によって誕生したみどり市を構成する旧笠懸町・大間々町・（勢多
郡）東村と旧桐生市との間には、旧笠懸町の阿左美沼で開催される桐生競艇
を巡る利害の対立がみられ、これが変則的な合併を招いた一因と言われてい
る。（25）群馬県内は「～毛」の名称で地域区分がなされており、桐生・太田・館林を
核とする地域を東毛地区と呼ぶ。
（26）旧安蘇郡と足利郡による地域であることから一般的には安足地区と呼ばれる
が、栃木県内に限定して両毛地区の名称を狭義で使用する場合もある。栃木・
群馬に共通しているr毛の国」の名称を生かしている点では、群馬県に分が
ある。
（27）2006年3月18日の東武鉄道のダイヤ改正により、伊勢崎～太田は浅草発着の
特急1往復を除いてすべて区間運転となった上に、車両も6両編成から3両
編成のワンマン運転となり輸送量は激減した。
（28）最少は足利～桐生で、この区問の輸送量1とすると伊勢崎～前橋は3、小山
～栃木が2となる。
（29）前橋・高崎以外では、山形県庄内地方における酒田と鶴岡が好例である。
（30）隣接する都市の中心地機能がそれぞれ拡大した結果、連続した都市的景観が
形成されている状況のことでr連接都市」と訳す。
（31）八高線も両毛線と同様にすべての列車が他路線（高崎線）を経由して高崎発
着となっている。
（32）前橋ICは前橋と高崎の市界に設置されており、高崎ICとの距離は5．1km
と短い。
（33）安中は松井田町との新設合併で63，238人、藤岡は鬼石町を編入して69，287人、
富岡は妙義町との新設合併で53，765人の人口（いずれも合併時）を有する。
（34）両毛線と東武鉄道（伊勢崎線・佐野線・小泉線・桐生線）の利用により5市
間相互は連絡されており、道路もすべての隣接する都市間において高レベル
で整備されている。
（35）県庁所在地への機能の一極集中は、東北・北陸・中国・四国・九州などの地
方において顕著である。
（36）車齢40年以上の115系の更新が急がれるが、高崎線に最新型のE231系が増備
されることで捻出される5両を基本編成とする211系を両毛線へ転用して、
輸送量の増強を図るようである。
一63一
奥澤信行
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